
県
委
員
会
と
県
議
団

は
県
知
事
に
「
千
葉

方
式
」
を
提
言

「
千
葉
方
式
」
と
は
、
無

症
状
感
染
者
の
発
見
と
保
護

へ
、
大
規
模
検
査
を
す
す
め

る
も
の
で
す
。
政
府
分
科
会

の
尾
身
会
長
は
、
「
ち
ょ
っ

と
で
も
具
合
の
悪
い
人
、
感

染
の
心
配
の
あ
る
人
は
、
職

場
で
あ
ろ
う
が
、
地
域
で
あ

ろ
う
が
、
ど
こ
で
も
気
軽
に

検
査
で
き
る
体
制
を
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
注
目

す
べ
き
発
言
を
し
て
い
ま
す
。

全
国
知
事
会
の
緊
急
提
言
で

も
、
無
症
状
者
に
焦
点
を
あ

て
た
幅
広
い
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等

に
つ
い
て
「
感
染
拡
大
の
未

然
防
止
を
図
る
観
点

か
ら
有
効
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
行
政
検

査
と
し
て
位
置
づ
け

る
」
よ
う
提
言
し
て

い
ま
す
。

市
へ
の
要
請

①
自
宅
療
養
者
を
基

本
的
に
な
く
す
こ
と
。

（
市
か
ら
）

自
宅
療
養
者
が
約

６
５
０
人
、
ホ
テ
ル

療
養
が
２
０
人
。

（
18

日
現
在
）
し
か

し
、
居
住
地
な
ど
は

の
県
か
ら
の
情
報
が

な
い
。

②
自
宅
療
養
者
へ
の
食
料
品
・

日
用
品
の
配
布
を
き
ち
ん
と

行
う
こ
と
。

（
市
か
ら
）

感
染
者
か
ら
市
に
連
絡
が

あ
れ
ば
届
け
て
い
る
。
連
絡

が
な
け
れ
ば
届
け
ら
れ
な
い
。

③
全
世
代
を
対
象
と
し
た
ワ

ク
チ
ン
接
種
と
大
規
模
な
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
確
立
、
変

異
株
検
査
を
大
幅
に
拡
充
す

る
こ
と
。

④
業
者
が
営
業
を
継
続
で
き

る
十
分
な
補
償
と
減
収
に
よ

る
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
を

拡
充
す
る
こ
と
。

（
市
か
ら
）

中
小
法
人
等
事
業
継
続
支

援
金
制
度
を
周
知
し
て
い
く
。

⑤
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
児

童
観
戦
は
中
止
す
る
こ
と
。

（
市
か
ら
）

１
校
の
み
、
計
画
し
て
い

て
、
児
童
、
保
護
者
に
確
認

し
て
い
る
。

消
防
局
よ
り
、
搬
送

困
難
事
例
数

新
型
コ
ロ
ナ
疑
い
で
、
搬

送
が
困
難
事
例
数
（
病
院
へ

の
連
絡
が
４
回
以
上
、
３
０

分
以
上
車
内
待
機
）

令
和
２
年
４
月
（
１
件
）
令

和
３
年
２
月
（
８
件
）
３
月

（
２
件
）
４
月
（
３
件
）
５

月
（
５
件
）
７
月
（
８
件
）

８
月
（
３
２
件
）
。
８
月
は

急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。

市
の
コ
ロ
ナ
関
連

補
正
予
算

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
強

化
（
１
１
億
９
千
万
円
）

・
グ
ル
ー
プ
接
種
（
バ
ス
利

用
）
を
開
始

・
対
象
者
に
１
２
歳
か
ら
１

５
歳
を
追
加

・
集
団
接
種
会
場
と
し
て
市

川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
活
用

●
生
活
困
窮
世
帯
の
自
立
支

援
（
３
億
７
千
万
円
）

・
緊
急
小
口
資
金
を
利
用
で

き
な
い
世
帯
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
世
帯

・
単
身
世
帯
（
月
６
万
円
）

・
２
人
世
帯
（
月
８
万
円
）

・
３
人
以
上
世
帯
（
10

万
円
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
、
売
上
げ
が
減
少
し
て
い

る
中
小
法
人
等
へ
の
支
援

（
３
億
４
千
万
円
）

・
市
内
中
小
法
人
等
１
２
０

０
件
（
個
人
事
業
主
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
等

を
含
む
）

・
給
付
額

最
大
２
５
万
円

（
一
律
月
・
５
万
円
×
最
大

5
ヶ
月
）
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
数
が
爆
発
的
な
状
況
で
す
。
市
議

団
と
地
区
委
員
会
は
、
8
月
19

日
、
市
川
市
に
「
コ
ロ
ナ
感
染

爆
発
を
抑
え
込
む
た
め
の
緊
急
要
請
」
を
行
い
ま
し
た
。
対

応
し
た
の
は
、
大
津
副
市
長
。
浅
野
ふ
み
子
５
区
予
定
候
補

も
同
席
し
ま
し
た
。



今
年
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
１
１
０
０
通
を
超
え
る

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
な
か
に
あ
る
、

各
地
域
の
道
路
改
善
や
公
園
・

下
水
道
の
整
備
な
ど
、
具
体

化
で
き
る
も
の
を
現
地
を
確

認
し
要
望
書
に
ま
と
め
て
、

８
月
23
日
に
菅
野
支
部
、
31
日

に
北
国
分
支
部
が
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

【
菅
野
・

須
和
田
】

・
京
成
菅

野
駅
下
の

ア
ン
ダ
ー

パ
ス
部
は

冠
水
し
な

い
よ
う
に
、

手
前
の
交

差
点
に
進

入
禁
止
の
看
板
を
（
菅
野
）

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置

（
須
和
田
）

・
京
成
菅
野
駅
北
口
公
園
に

公
衆
便
所
設
置
。
同
公
園
の

側
道
部
の
雑
草
除
去
（
菅
野
）

・
宅
地
開
発
に
伴
い
、
緑
地

を
設
置
予
定
だ
っ
た
が
、
駐

車
場
に
な
っ
て
い
る
（
菅
野
）

【
北
国
分
・
堀
之
内
】

・
新
小
塚
山
公
園
と
博
物
館

出
口
の
道
路
を
子
ど
も
た
ち

が
急
い
で
渡
っ
て
い
る
。
飛

び
出
し
注
意
の
看
板
な
ど
の

設
置
（
北
国
分
）

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置

（
北
国
分
・
堀
之
内
）

・
道
路
の
ひ
び
割
れ
の
補
修

と
、
坂
の
傾
斜
が
急
な
の
で

手
す
り
の
設
置

（
北
国
分
）

・
い
な
り
ざ
く

公
園
前
の
路
側

線
が
消
え
て
い

る
（
北
国
分
）

・
新
小
塚
山
公

園
に
も
っ
と
日

陰
に
な
る
場
所

を
作
っ
て
ほ
し

い
。
。
小
塚
山

公
園
と
新
小
塚

山
公
園
を
つ
な

ぐ
通
路
を
作
っ

て
ほ
し
い
（
北

国
分
）

２
０
２
２
年
度

予
算
要
望
書
を
提
出

9
月
２
日
、
市
長
に
対
し
、

来
年
度
の
予
算
要
望
を
提
出

し
ま
し
た
。
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
な
ど

も
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
各

部
局
に
対
し
て
75

項
目
の
申

し
入
れ
と
な
り
ま
し
た
。

◎１０月1４日（火）

担当 土井太郎弁護士

◎１１月９日（火）

担当 広松大輝弁護士

午後２時から５時まで

相談時間はひとり30分。

予約は清水又は控室まで

《主な活動報告 ８月》
☆8月6日 県地方議員研修会をオンラインで

研修会では、オスプレイの木更津配備、土地利用規

制法について（小泉中央基地対策責任者）、国保税の

引き下げの取り組み（元民商役員）、八街市議から

「通学路の安全対策を求める闘い」が報告され、質疑

応答など、学びあいました。

☆8月9日 ジェンダー平等を語り合う
共産党千葉県委員会ジェンダー平等委員会が主催。

まず、５人が報告。「性暴力被害者への取材から見え

てきたもの」「私はなぜ選択的夫婦別姓を望んだのか」

「人口妊娠中絶について」「痴漢ゼロの東京へ」「ジェ

ンダー平等と日本共産党」。オンライン参加で、質疑

応答。チャットで次々と意見表明がありました。私は、

東京都議団が取り組んだ「痴漢ゼロアンケート」調査

を千葉県でも取り組みましょう、と呼びかけました。

☆8月24日 市平和委員会準備会の学習会
「核兵器廃絶

平和都市宣言」

を生かす市川市

へ、と題して、

市川市が宣言を

採択するまでの

経過や、その当

事の取り組みなど、新村トシさんにお話を伺いました。

私は、昨年12月議会で、旧庁舎にあった「宣言」

塔の行方を聞いたところ、旧庁舎取壊しの際に壊した

とのこと。「宣言」に「核兵器廃絶」の文言が入るの

は県内３市。今後の取り組みとして、塔の建設や「宣

言」の普及などを進めることにしています。

８月３０日午後、９月議会に向けた「市政懇談会」

を開きました。９月議会に提出された議案を清水が

説明し、代表質問項目を金子市議が報告しました。

参加者からは、「災害の際に必要なマンホールト

イレを増やしてほしい」「９月はじめは自殺する子

が多いので、対策をしっかり取ってほしい」「生理

の貧困で、県立高校への実証実験はどうなっている

のか、調べてほしい」など出されました。

９月議会に向けて

市政懇談会開く
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に

地
域
要
望
を
提
出

菅野支部（上）と北国分支部（下）
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